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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 富山県射水市都市整備部河川・港湾課 

②事業名 海老江海浜公園公民連携事業 

③本事業の現在の検討 

ステージ 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

 市としては、海老江海浜公園における維持管理課題を解決し将

来も持続していくためには、収益化を図る民間活力の導入が必要

と考えており、海岸管理者である県や海岸を所管する国土交通省

に対し理解と協力を要望しながら、公共部門と民間事業者が力を

合わせて事業に取り組む公民連携事業の導入を模索している段階

です。 

④サウンディングの目的 夏期間は、海水浴場やプレジャービーチに多くの人が訪れてお

り、この現状を生かしながら、事業の成立に必要となる年間を通

じた来園者を確保する収益施設の設置と、併せて海浜公園維持管

理の形について、民間事業者の提案や助言を伺うためサウンディ

ングを実施するものです。 

⑤民間事業者に対する 

質問事項 

【前提条件】 

計画段階から民間事業者の皆さんには投資を前提とした参加をお

願いしたいと考えています。 

【質問事項】 

・官民連携の可能性についてご意見をお願いします 

・官民連携による事業化に当たり、本市に求める条件や今後整理

してほしい情報などお聞かせください 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント     

7.運営（                       ） 

8.その他（                      ） 

⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      4.その他（限定しません） 
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２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（公共海岸（港湾隣接地域・海岸保全区域）） 

名称は海浜公園ですが、法律に基づく公園として指定されていな

いことから施設としては「公共海岸」です 

８.その他（                      ） 

②事業の種類 1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（             ） 

③想定する事業類型 1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（             ） 

④想定する事業の手法 

 

１.PFI事業（   ）方式 ２.DBO方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI  

7.土地の賃貸借 、８.建物の賃貸借  

９.その他（未定） 

⑤事業内容 

 

基本構想：ランドスケープによる公園施設と民間収益施設の一体

的なデザイン方針策定 

公民連携可能性調査：事業手法検討、運営会社担い手発掘 

基本計画：デザイン方針に基づく市場調査、実現性検討、 

投資回収確認 

運営会社設立 

基本設計・実施設計 

工事着手 

OPEN 

⑥現状及び課題 【現状及び課題】 

・美しい自然とロケーションから、年間 57,000人（うち 

7-8月 17,000人）が訪れている 

・これまで、芝生管理や美化清掃を県・市・地元で取り組んで

きたが、今年度から地元が高齢化を理由に撤退した 

・ごみの放置や深夜の花火、大音量の音楽など近隣住民への迷

惑行為も発生している 

【公民連携事業に期待する事項】 

・上質なサービス提供による観光客が訪れる公園 

・公園の収益化による持続可能な公園経営 

・管理者の常駐による秩序ある公園 

【現状の取組み】 

・富山ライフセービングクラブによる海水浴場の監視 

・BBQエリアの設定 
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・キッチンカーなどによる物販エリアの設定 

・「ビーチスポーツ」や「ユニバーサルビーチ」のイベント活用 

⑦前提条件 

 

公共施設と収益施設は一緒に計画・設計・工事を行います 

公共部門の投資は投資回収が可能な事業計画が必要です 

設計・工事・運営管理を担う SPC の設立が望ましいと考えていま

す 

⑧事業スケジュール 

（予定） 

令和 7年度：基本構想・公民連携導入可能性調査 

令和８年度：基本計画⇒事業化判断・運営会社設立 

（いずれも予算が担保されておらず希望的観測です） 

（２）対象地  

① 所在地（交通情報含む） 富山県射水市海老江（公共交通はありません） 

②敷地面積 供用面積 1.9ha、未供用（整備中） 

③土地利用上の制約 港湾法、海岸法の位置づけ：港湾隣接地域・海岸保全区域 

都市計画：市街化調整区域 

土地は未登記 

④所有者 富山県 

⑤周辺施設等 海浜公園に隣接して「海竜マリンパーク（マリーナ）」「海竜スポ

ーツランド（スポーツ複合施設）」 

海浜公園西側 1.5km「オリバースポーツフィールド射水（フット

ボールセンター）」 

海浜公園西側 1.7km「富山新港元気の森公園」「パークゴルフ場」 

海浜公園西側 2.5km 日本海側最大級の斜張橋（新湊大橋） 

海浜公園西側 4.0km「海王丸パーク」初代練習帆船海王丸が係留 

海浜公園西側 5.0km「新湊きっときと市場（食事、お土産）」 

⑥対象地周辺の環境 射水市臨海部の特色を生かしたまちづくりエリア「射水ベイエリ

ア」 

⑦その他 

 

【公共施設の整備】 

投資回収の視点で、エリアの価値向上による税収入の増加やラン

ニングコストの削減を基本計画の中で確認できれば、公共部門に

よる整備が可能と考えています。 

【事業スキーム及びストラクチャー】 

基本構想をランドスケープデザインにより作成したうえで、どこ

まで規制緩和ができるのかを一つ一つ整理することで決定したい

と考えています。 

 

■ 添付資料 

⚫ 公園概要 


